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子供自身で「くらしを整える」ことで育つ力 
雨が降った日の傘置き場を通ると、６年生の傘だけが全員ベルトを

撒いて整然と並んでいました。学級担任に尋ねると、「傘に当たって

友達の服が濡れたり、目に入ったりしないように、子供同士で声を掛

け合っているようです」と、返答がありました。 

 

子供たちが毎日をいきいきと過ごし、社会の中で自分らしく成長

していくためには、日々の「自分のくらしを自分で整える」ことが

大切です。よく耳にするのは、「早寝・早起き、朝ごはん」、「決まっ

た時間に机に向かう」などで、主に健康増進や一生涯身に付けたい

学習習慣の定着のことを示しがちです。 

 

しかし、「くらしを整える」とは、それらを凌駕するさらにひろい行動を意味すると考えま

す。朝起きてから夜寝るまで、人は公私の場でくらしています。くらしの場、特に公の場で

は、マナーや作法が意味をもって伝承されています。例えば、脱いだ靴をそろえることは、単

に玄関をきれいにするためだけの行動ではありません。使ったものを整える行為、習慣は、次

に使う人への思いやりや周囲への気配りを育てます。また、靴をそろえる小さな行動は、自分

の心や更にくらしを整えることにもつながります。日々の積み重ねが、落ち着いて学習（生

活）に向かう姿勢や仲間（社会）を大切にする心を育み、よりよい人生の基盤となります。 

学校なら、「ありがとうと言う」「机上の整理をする」「落ちているごみを拾う」「両手を

添えて物を渡す」「さん付けで名前を呼ぶ」「声の大きさ」「適切な言葉遣い」など。 

 

 「くらしを整える」ことは、一朝一夕に身に付くことではありません。ご家庭で、学校で、

地域で、大人がそれらの深い意味を理解し、子供たちにきちんと伝承するとともに、範（ロー

ルモデル）を示すことも必要です。教

師も足りないところはたくさんありま

す。ですから、共に連携することが大

事なのです。先の見えにくいこれから

の社会にも柔軟に対応し、子供が自分

らしく成長し、生きる力を発揮できる

よう強く太く連携していきましょう。 

 

    おおぶけ 
教育目標 

『つくりだす子』 

〒９４２－０１２７ 

上越市頸城区百間町 1134 番地 
TEL: 025-530-2018 
FAX: 025-530-3920 

Ｅ-mail  ohbuke@jorne.or.jp 

裏面あり↓ 

二学期の始業式に「ABCD」を大切にする人は、

「かっこいい」と講話をしました。 

Ａ 当たり前（マナーやルール）を 

Ｂ バカにせず 

Ｃ ちゃんと 

Ｄ できる人は、かっこいい人です。 

六年生の傘置き場 

 



 

 

10月 16日（金）：わくわくフェスティバルでの撮影のお願い 

４月の PTA総会や５月に発出した「参観等での児童写真・映像の撮影について（お願

い）」でもお示しした通り、わくわくフェスティバル（学習発表会）では、ご家庭のデバイ

スによる撮影が可能です。 

個人情報保護法の改正に伴い、より一層個人情報や肖像権の保護が様々な場面で求められ

ています。以下の三点の厳守をお願い申し上げます。 

 

 

 
 
 
 
 
 

１１月 1８日（水）：５時間目 「部落問題学習、人権教育」の授業参観 

 「部落問題学習、人権教育」は、児童が、現在もなお

存在する部落差別の歴史やそれら現実、他の人権問題に

ついて学び、差別をなくす態度を育てる教育です。これ

は、部落差別の解消のために教育・啓発を推進すると定

めた法律の趣旨に基づきます。 

 子供たちが差別や人権侵害を自分ごととして捉え、学

ぶ姿を参観するとともに、保護者の皆様も授業内容につ

いて、子供たちと一緒に考えてください。 

決められた場所、方法で撮影ができます 

ただし、撮影した動画や画像は、 

〇 ご家庭内だけで楽しんでください。 

〇 SNS等を介して、第三者とのやり取りは 

お控えください。 

〇 SNSで公開をしないでください。 


